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マレーシア（Japan Cultural Festival 2026）に出展 
 

クレアシンガポール事務所 

 

 クレアシンガポール事務所は、エコ・ワールド社、JAGAM 北部支部（マレーシア元留日

学生協会）、VVIN 社の共催により、ペナン・エコ・ワールド・ギャラリーにて開催された

「Japan Cultural Festival 2026」にブース出展しました。 

 本イベントでは、ステージにおいてよさこいや各種演舞、日本のアーティストの音楽パフ

ォーマンスが披露されたほか、会場内には金魚すくい、浴衣の着付け体験、日本食の飲食ブ

ースなどが設けられ、来場者が家族や友人とともに気軽に日本文化を体験できる内容となっ

ていました。特に浴衣の着付けは有料ながら大人気で、大人も子どもも、多くの人が浴衣を

着てイベント散策を楽しんでいる姿が印象的でした。 

 

  ＜Japan Cultural Festival 2026＞ 

  日  時： 2026 年 6 月 12 日（金）～14 日（日） 

  場  所： エコ・ワールド・ギャラリー（マレーシア・ペナン） 

  対 象 者： 一般消費者 

  来場者数：11,261 名 

  

 当事務所ブースでは、自治体パンフレットの配布に加え、ラッキードローとして日本の

「ガチャガチャ」を実施し、来場者に日本文化を身近に感じていただく機会となりました。 

 来場者の多くは東京・大阪・京都・北海道などの日本の主要観光地に関心を持っており、

「いつか日本を訪れたい」「日本に留学してみたい」といった声も多く寄せられました。 

 日本文化に対する関心・好感度は非常に高いと感じました。 

 

 また、町田ペナン総領事とペナン州観光・創造経済担当執行委員であるウォン・ホンワイ

議員にもブースへお越しいただきました。ペナンは 1980 年代から鹿児島県とドラゴンボ

ートレースを通じた繋がりがあるようで、特に鹿児島県のパンフレットに関心を示しておら

れました。こうした繋がりも大事にしながら、今後も現地の皆さんが日本に親近感を持つき

っかけになれるような活動を行っていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （オープニングイベントの様子）      （イベントの主賓に日本の自治体 

                              について説明する様子） 

  

 （政安調査役 兵庫県派遣） 

（安本所長補佐 愛知県派遣） 

（植野所長補佐 京都府派遣） 

（浦本所長補佐 鹿児島県派遣） 


